公益社団法人和歌山県理学療法士協会　会費減額規程

本会の正会員（会員）で、以下に該当する者は会費減額受けることが出来る。
1， 夫婦会員会費減額

会費減額対象となる会員は、夫婦会費減額申請書（ＨＰよりダウンロード）に必要事項を記入して財務局に郵送すること。（ＦＡＸは不可）

１）　夫婦が正会員の場合、年会費を１名に限り減額する。
２）　県協会年会費　１１，０００円を６,０００円に減額する。
（日理協会費　１１,０００円は減額しない。）
３）　手続き上、県協会費１１，０００円を納入した後、５,０００円を返金することとする。
４）　会費減額の申請は、毎年度必要とする。
５）　対象：楽天カードもしくは自動引き落としにて会費を納入した会員のみとする。
６）　申請期間：申請書は、会費納入期日より３ヶ月以内に郵送必着のこと。

年度内に夫婦会員となった場合は、その日より２ヶ月以内に申請することとし、12月末日までに申請が終了すること。また、それ以降は次年度からとする。
2， 育児休業減額

育児休業中の正会員は、当該児の育児休業に関して1回に限り、必要な申請により年会費を減額できる。育児休業減額申請書（ＨＰよりダウンロード）に必要事項を記入して財務局に郵送すること。（ＦＡＸは不可）
1） 日本理学療法士協会の減額申請をして、受理されている者。

2） 県協会費１１，０００円を3，000円に減額する。
3） 所定の用紙に記入の上、日本理学療法士協会に育児休業の減額を受理されている事を証明できるものと共に財務局に郵送すること。

4） 手続き上、県協会費１１，０００円を納入した後、８,０００円を返金することとする。
5） 対象：楽天カードもしくは自動引き落としにて会費を納入した会員のみとする。
6） 申請期間：申請書は、会費納入期日より３ヶ月以内に郵送必着のこと。それ以降は次年度の再申請とする。
3， 永年会員（シニア会員）減額

本会25年以上の会員歴を有し、3月31日時点で満65歳以上の正会員で本人の申請により永年会員となることが出来る。永年会員減額申請書（ＨＰよりダウンロード）に必要事項を記入して財務局に郵送すること。（ＦＡＸは不可）
1） 県協会年会費　１１，０００円を３,０００円に減額する。
2） 手続き上、県協会費１１，０００円を納入した後、８,０００円を返金することとする。
3） 会費減額の申請は、毎年度必要とする。
4） 対象：楽天カードもしくは自動引き落としにて会費を納入した会員のみとする。
5） 申請期間：申請書は、会費納入期日より３ヶ月以内に郵送必着のこと。それ以降は次年度からとする。
※　予算上既定の減額が困難な場合は理事会で協議し定めた金額を減額する。
※　各減額は申請を受理した後に、振込手数料を差し引いた額を返金する。
附則

１，　　本規程の改廃は理事会で決議し、会員に周知する
2， 本規程は平成１９年４月２２日より施行する

3， 本規程は平成２６年５月９日一部改正により施行する
4， 本規程は平成27年5月24日一部改正により施行する

